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都道府県医師会 担当理事 殿
公益社団法⼈ ⽇本医師会
常 任 理 事  釜 萢 敏

（ 公 印 省 略 ）

厚⽣労働科学研究「医療現場における医療 AI の導⼊状況の把握、
及び導⼊に向けた課題の解決策の検討のための研究」に関連する

医療 AI 製品のアンケートについて（周知協⼒依頼）

平素より本会会務の運営に特段のご理解・ご⽀援を賜り厚く御礼申し上げます。
今年度、厚⽣労働科学研究（臨床研究等 ICT 基盤構築・⼈⼯知能実装研究事業）におい

て、「医療現場における医療 AI の導⼊状況の把握、及び導⼊に向けた課題の解決策の検討の
ための研究」の⼀環として全国の医療機関に対し医療 AI の導⼊実態と普及課題についての
アンケートの実施が決定し、同研究班の代表者より本会へアンケートの協⼒要請がございま
した。

本アンケートの⽬的は、医療現場における AI 利⽤の現状調査、利⽤がない場合にはその
理由や課題についての調査を⾏い、医療 AI の普及が阻害されている部分の課題解決のため
の提⾔を⾏うことです。提⾔により、医療現場における効率化や質の担保等で重要な役割を
担う医療 AI の現場利⽤、さらに継続利⽤が可能な社会・業界構造を作ることが⽬的となっ
ております。

なお、本アンケートにより得られた成果、「医療 AI を実際に社会で継続的に使⽤する上で
必要な事項」は、政府の検討会での資料としても活⽤される予定となっております。

つきましては、ご多⽤のおり⼤変恐縮ではございますが、本アンケートの実施に関しまし
てご了知いただくとともに、貴会管下の郡市区等医師会ならびに会員への周知⽅につき、ご
⾼配を賜わりますようよろしくお願い申し上げます。

記

調査名： 医療 AI の製品の導⼊課題に関するアンケート
実施主体： 厚⽣労働科学研究「臨床研究等 ICT 基盤構築・⼈⼯知能実装研究事業」

⽵下 班
研究者： ⽵下 康平 ⽒（東京慈恵会医科⼤学 先端医療情報技術研究部）
調査対象： 医師、医療機関の経営者、施設⻑ほか

※ アンケートへの回答は任意です。
調査⼿段： WEB 上のアンケートフォームへの⼊⼒
URL: https://www.ai-survey.net/
回答期限： 令和 6 年 2 ⽉ 16 ⽇（⾦）

【 別添資料 】
1. 本研究における⽇本医師会への依頼⽂書 （⽵下 班 提供）
2. アンケート概要 PDF （⽵下 班 提供）
3. 実施アンケートページご説明資料（対象者詳細含む） （⽵下 班 提供）

以上



令和 5 年 12 ⽉ 20 ⽇
公益社団法⼈ ⽇本医師会
会⻑  松本 吉郎 様

東京慈恵会医科⼤学 先端医療情報技術研究部
⽵下 康平

医療 AI 製品についてのアンケート周知に関する協⼒のお願い

この度、貴会の釜萢敏常任理事に調査検討会委員としてご協⼒いただいております厚⽣
労働科学研究（臨床研究等 ICT 基盤構築・⼈⼯知能実装研究事業）「医療現場における医療
AI の導⼊状況の把握、及び導⼊に向けた課題の解決策の検討のための研究」の⼀環として、
全国の医療機関に対し医療 AI の導⼊実態と普及課題についてのアンケートを⽵下班にて実
施することとなりました。医療現場における効率化や質の担保等を進めるうえで医療 AI は
重要な役割を持っており、それらを現場で使⽤すること、また継続して使⽤できる社会・事
業構造を作ることが必要です。

本研究は医療現場においてどのような AI が利⽤されているか、使⽤されていない場合の
理由や課題について調査し、普及が阻害されている部分については課題解決のための提⾔
をまとめることを⽬的としております。

研究により得られた”医療 AI を実際に社会で継続的に使⽤する上で必要な事項”は、成果
としてとりまとめ、政府の検討会での資料としても活⽤される予定となっております。つき
ましては、貴会会員に対する本アンケートの周知にご協⼒を賜りたく、ご⾼配の程、よろし
くお願い申し上げます。

記

調査名： 医療 AI 製品の導⼊課題に関するアンケート
実施主体： 厚⽣労働科学研究「臨床研究等 ICT 基盤構築・⼈⼯知能実装研究事業」

⽵下班
調査の対象： 貴会に所属するすべての会員
調査の⼿法： Web 上のアンケートフォームへの⼊⼒

https://（★URL は設定中、確定次第ご報告いたします）
回答期限： 令和 6 年 2 ⽉ 16 ⽇（⾦）

以上*URLは、鑑文にある通り、
https://www.ai-survey.net/
となりました。

*
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医療AIの導入実態と普及課題についてのアンケート
（経営者、施設長の方向け）

Q1：貴院に内視鏡装置はありますか

はい

Q1-1：内視鏡のメーカー名、機種名を教えてください

Q1-2：ビューワーには病変を自動で検出・診断する機能がありますか

「●●●株式会社」 機種名：▼▼

Q1-3-1：自動検出機能
を使わない理由を教え
てください

Q1-3-2：自動検出機能
を導入しない理由を教
えてください

使用している あるが使用していない ない

複数選択式で回答いただく

【現状で運営できている】困っていない
【現状で運営できている】ワークフローの変化自体が負
担
【タイミング】買替えのタイミングで検討する
【認知】製品に出会う場がない
【試用】試しに使ってみる（ハンズオン）の機会がない
【性能】AIの実力が不足している
【シーン】AIを使うシーンが見いだせない
【リスク】100%の安全性が保証できないため
【リスク】他院での実績がないため
【リスク】責任が使用医師にかかる
【費用】導入・維持コストが高い（インフラや外部機器
との接続部分）
【費用】導入・維持コストが高い（本品部分）
【費用】AIより人件費のほうが安い
【費用】診療報酬がついていない
【人材】導入・使用できる人材がいない
【新業務】システム部門等の負担が増加する
【経営】経営層がIT導入に消極的、技術の理解が困難
【経営】効率化で作った空き時間を収益業務に使えない
【経営】雇用（生活残業）を守る必要がある
【関係者】院内の関係者が多く、合意形成が難しい
【プライバシー】録画、録音を許容しにくい
【セキュリティ】セキュリティポリシーとして許可され
ていない
【その他】

いいえ／
わからない

Q2：貴院にCT/MRI装置はありますか

はい

（同上）

Q4：貴院に眼底カメラ・OCT（光干渉断層
計）はありますか

・
・

・
・

Q3：貴院にX線撮影装置はありますか

・
・

次ページへ

アンケート概要PDF

Q5：貴院で（主に電子カルテの）病名候補提
案、AI問診ツールを使用していますか

Q6：貴院で転倒検知や見守り機器を使用して
いますか

・
・

Q7：貴院で（主に電子カルテの）音声入力装
置・アプリを使用していますか

・
・

Q1-3-0：活用のシーン
と利点を教えてくださ
い（自由記載）

いいえ／
わからない

Q1～Q4, Q7, Q11については、装置自体をお持ちか冒頭に確認し、お持ちでない場合は質問を表示しない

Q0：内視鏡、CT、MRI、X線撮影装置、眼底カメラ、電子カルテはご施設内にありますか？
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医療AIの導入実態と普及課題についてのアンケート
（経営者、施設長の方向け）

Q9：貴院でスキャン画像からの文字起こし
（OCR）を使用していますか

Q12：貴院でAIに関係する以下の機器・アプリを使用されていますか？

アンケート概要PDF

Q8：貴院で外国語翻訳装置（例：ポケトー
ク）やアプリを使用していますか

・
・

・
・

Q10：貴院でケアプランやリハビリ等の計画
作成AIを使用していますか

・
・

Q11：貴院で薬歴や退院サマリ等の作成を支
援する要約AIを使用していますか

次ページへ

搬送ロボット

チャットボット

医用画像等を用いた類似症例検索

X線画像を用いたガーゼ遺残確認

ICU等での映像による自己抜管検知

脳画像や音声からの認知症リスク
判定

健診レポート等での未来の健康状態
予測

医用画像解析（研究支援側面）

映像から手術機器のサビの検出

放射線治療計画や生検前のコン
ツーリング（画像からの輪郭描
出）

咽頭画像を使ったインフルエンザ
診断支援

生体モニターにおける低血圧イベ
ント予測

はい／いいえ／わからない で回答

低血糖・グルコース濃度予測
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医療AIの導入実態と普及課題についてのアンケート
（経営者、施設長の方向け）

わからない

Q1-3-1：どのような業務・用途で使用されているか
自由に記載してください

組織として
業務利用している

Q13：貴院でChatGPTなどの生成AIを使用していますか

質問は以上です、ご協力誠にありがとうございます

個人の判断で
業務利用している

組織として
使わないように
している

Q1-3-1：使わない理由を
自由に記載してください

アンケート概要PDF

Q14：貴院の体制で当てはまるものを教えてください（IT化や効率化の取り組み状況）

Q15：貴院で医療AIの活用を希望する分野はありますか

ない／
わからない

Q15-1：開発を望む機能と、当該機能を使用する職種について
自由に記載してください

ある

複数選択式で回答いただく

【以下のいずれにも該当しない】
【電子カルテ使っている】
【オンライン診療や面会をやっている】
【PHSからスマホに移行している】
【DX推進のための会議体や委員会がある】
【DX推進のための会議体や委員会に予算権限がある又は役員が出席している】
【ChatGPTについて方針を持っている】
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依頼状リンク先のホームページ（トップページ） 
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3 
 

依頼状リンク先のホームページ（トップページ→「提出する」を押した後） 

 イラストや⽂⾔については企業確認中。 
趣旨が変わらない範囲で変更や差し替えがあり得ます。 



4 
 

依頼状リンク先のホームページ（トップページ→「カタログを⾒る」を押した後） 

 イラストや⽂⾔については企業確認中。 
趣旨が変わらない範囲で変更や差し替えがあり得ます。 



5 
 

依頼状リンク先のホームページ（トップページ→「カタログを⾒る」→「AI 問診」を押した後） 
 

 
 

イラストや⽂⾔については企業確認中。 
趣旨が変わらない範囲で変更や差し替えがあり得ます。 
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依頼状リンク先のホームページ（トップページ→「提出する」→「回答に進む」を押した後） 
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＜内視鏡にチェックを⼊れた場合＞ 

 
  



9 
 

＜あり、使⽤している＞ 

 
 
 
＜あるが使⽤していない ⼜は ない＞ 

 
 
 
 
以降、同様に回答ページが続きます 


	日医発_001674_周知依頼_医療AI製品についてのアンケート周知に関する協力について_
	20231220_日本医師会様_依頼状案
	アンケート概要PDF_20231219_15時時点
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

	実施アンケートページご説明資料

